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INFORMATION

お
し
ら
せ

相

談

成
年
後
見
無
料
相
談
会

日
時
／
４
月
18
日
木

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

対
象
／
市
内
在
住
の
人

相
談
員
／
安
藤
司
法
書
士

申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
で
予
約

問
市
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
℡
22
・
２
４
１
１

行
政
書
士
無
料
相
談
会

日
時
／
４
月
20
日
土

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約

相
談
内
容
／
遺
言
、
相
続
、
許
可

申
請
、
農
地
関
連
手
続
き
な
ど

問
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

　
℡
43
・
０
５
３
６
（
若
山
）

健

康

令
和
６
年
度
健
康
体
操
教
室

▼
各
教
室
の
実
施
期
間
は
５
月
か

ら
２
月
で
す
。
１
回
か
ら
気

軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
４
月
８
日
月
以
降
に

開
催
先
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
石
岡
市
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
申
し
込
み
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

は
24
時
間
申
し
込
み
可
。

定
員
／
各
15
人
程
度
（
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
電
話
で
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
し
ら
せ

医
療
機
関
検
診
・
地
区
健
診
等
の

申
込
期
間
が
始
ま
り
ま
す

▼
開
催
場
所
や
時
間
な
ど
、
詳
し

く
は
４
月
１
日
号
に
折
り
込

み
の
年
間
予
定
表
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日
／

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん医

療
機
関
検
診

　
／
４
月
１
日
月
か
ら

地
区
健
診
／
４
月
８
日
月
か
ら

口
腔
が
ん
・
成
人
歯
科
健
診

（
７
月
分
）
／
４
月
８
日
月
か
ら

１
か
月
児
健
康
診
査
費
用

の
助
成
が
始
ま
り
ま
す

対
象
／
石
岡
市
に
住
民
票
が
あ
る

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

内
容
／
医
療
機
関
で
実
施
す
る
生

後
１
か
月
児
の
健
康
診
査

助
成
方
法
／
１
か
月
児
健
康
診
査

を
受
診
す
る
医
療
機
関
へ
受
診

券
を
提
出
。
受
診
券
は
、
対
象

者
へ
個
別
に
郵
送
し
ま
す
。

※
助
成
は
１
回
の
み
。
規
定
額
の

超
過
分
は
自
己
負
担
で
す
。 

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
℡
24
・
１
３
９
０

健康体操教室内容 対象 会場・申込 日時

八郷保健
センター

 八郷保健
センター
石岡保健
センター
石岡保健
センター

筋トレ教室

ストレッチ教室 

健康応援プラン教室 

特定保健指導教室

第１火午前 10 時～ 11 時 ※各回申し込み

第３火午前 10 時～ 11 時 ※各回申し込み

月 2 回月午前 10 時～ 11 時

月 2 回月午後 1 時 30 分～２時 30 分

18 ～ 74 歳

40 ～ 74 歳

40 ～ 74 歳

18 ～ 74 歳

ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
▼ 

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
24
・
１
３
８
６

　
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
43
・
６
６
５
５

委
任
状
の
押
印
は

原
則
不
要
と
な
り
ま
す

▼
委
任
状
に
つ
い
て
は
、
権
利
保

護
の
観
点
か
ら
、
一
部
の
手
続

き
に
お
い
て
押
印
を
継
続
し
て

い
ま
し
た
が
「
手
続
き
の
真
正

性
の
確
保
」
お
よ
び
「
市
民
の

権
利
保
護
」
を
踏
ま
え
、
令
和

６
年
４
月
１
日
よ
り
委
任
状
の

押
印
を
原
則
不
要
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、委
任
状
の
不
正
作
成・

不
正
利
用
防
止
の
た
め
、
委
任

状
と
併
せ
て
「
委
任
者
の
本
人

確
認
書
類
の
写
し
」
も
確
認
し

ま
す
。 

※
手
続
き
の
担
当
部
署
へ
問
い
合
わ

せ
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
▼

問　
政
策
企
画
課

℡
23
・
７
２
７
７

本
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く
ら
し
・
手
続
き

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
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※※料金の記載のないものは無料※※

講
座
・
教
室

募

集

相

談

健

康

お
し
ら
せ

          

◆受賞者◆（敬称略・学年は受賞時のもの）
加藤愛

い と し

智（府中小５年）・ 朝賀萌
も ゆ

結（国府
中２年）・ 舟串凜

り り か

々香（小桜小５年）・ 島
田岳

が く と

門（府中中１年）・小吹悠
ゆ う

（高浜小５年）・
飛澤真

ま ゆ う

優（府中中２年）・ 鶴巻彩
あ や こ

子（東小
６年）・ 須賀田瑛

え い た

太（国府中２年） 

▶社会を明るくする運動石岡市推進委員会は「犯罪・非行のない地域社会づくりや犯罪・非行を
した人の立ち直り」をテーマに作文コンテストを行い、市内小中学生から 472 作品
の応募がありました。２月 12 日に表彰式が開催され、水戸保護観察所長 小出有二
氏による講演会も行われました。入賞作品は、市ホームページをご覧ください▶
問　社会福祉課人権推進室　℡ 57-3011本

第 73 回社会を明るくする運動作文コンテスト表彰式および講演会が行われました

市長と語ろう会 シリーズ 33・34
団体：守横町 
開催日：１月 17 日　参加者：９人 
テーマ：私有地の管理について・市内の公共施設

について・学校のトイレ洋式化についてなど 
参加者から出た意見 
・ 空き家が増えてきており、それに伴い管理さ

れていない庭木が、道路や隣家へ伸びている。
この地区に限らず、市域全体の問題でもある。

・能登半島地震の状況からも、地域の避難所と
して公民館は必要なものであると思う。守横
町や金丸町内には公民館がないので、市で整

備できないか。中央児童公園の一角を公民館
用地として利用できないか。

・石岡運動公園体育館に、空手大会の際に敷く
「床マット」を追加で整備してほしい。災害
時の避難所になった場合、床の敷物として活
用できるものなので、早急に整備してほしい。

・国府中学校施設改
修時に、外トイ
レおよび体育館
中のトイレを洋
式にしてほしい。

団体：石岡市商工会議所
　（商業 / 製造業 / 理財・サービス業）  
開催日：１月 24 日　参加者：27 人 
テーマ：①将来を見据えた事業（市総合計画　

令和４年度～令和 13 年度）について 
 ②各部会からの要望事項などについて
参加者から出た意見 
・市内には老朽化が目立つ空き家、空き店舗が

数多くあり、後継者不足や維持費などの問題
がある。所有者が早めに対策を講じられるよ

うな体制づくりを求める。
・市公認キャラクターの認知度が低いのではない

かと感じる。積極的に PR を行い、市内外問わ
ず、広く知られるように取り組むべきである。

・人口を増やすためにも雇用の創出が必要となる。
企 業 が 進 出 し
た い と 思 え る
よ う な 企 業 誘
致 の 政 策 を 講
じてほしい。
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